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られている。そこで、第 1 回目は2014年 4 月、十文字学園女子大学構内で満開の八重桜を題材







































































































































































































答） ・まったくありません。  
・留学生別科の授業で一回だけ学んだ事はありました。（ちょうど半々）
問）実際に俳句を作ってみて、どう感じましたか？　簡単でしたか、難しかったですか？
答）・簡単でした。
・テーマによって作りやすいにくいがありました。八重桜が作りやすかったです。
・難しいと感じました。特に、自分の気持ちをまとめるのが難しかったです。
・私の国には四季がないので、季語が分かりにくかったです。（ベトナム南部出身）
・八重桜は難しかったけれど、だんだん慣れました。
・良い句は作れないけれど長く考えて作れました。
問）五七五のリズムはどうですか？
答）・問題ないです。（多数）
・ちょっと慣れるまで難しかったです。
問）俳句制作を通して、どんな点が向上したと思いますか？
答）・季語を習って、四季を意識するようになりました。
・五七五に言葉をまとめる力がつきました。
・短い日本語で自分の気持ちを表すことができるようになりました。
以上のことから、次の点が明らかになった。
・四季の事象に対して観察眼が育った。
・季節に敏感になった。特に中国の北方では梅雨がないので、このゼミを通じて梅雨を知り日
本の四季を体得した。
・俳句の五七五リズムに慣れてきた。当初は長音や促音・拗音の数え方が分かりづらい様子が
見えたが、徐々に指折り数えて作るようになった。
・同じ体験の中に自分の感性を磨く姿勢が見えた。
留学生の日本文化理解を促進するための俳句学習と制作
─日本語表現の能力向上のための実践例─
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・俳句を作ることを前提に取材を行なっていた。
・自分たちが作った俳句を中国語版にも入れて発信したいという積極性が出てきた。
・「どのように中国語に訳すのか」を自分なりに考え、実践した。
・日本文化理解のために実践した結果、日本語表現の能力向上がみられた。
留学生は外国語である日本語を用いて自分の感情を表現することに慣れ、愛着を持つように
なった。すなわち、「俳句を学んで制作する」という目標を課したことによって、日本語とそ
の背景にある日本文化・日本の特徴を深く観察し、最終的に作品化することができるようになっ
た。このことは大きな成長であり、今後は季語をより理解することにより、独自性のある作品
が多く生まれるのではないかと期待している。
本ゼミ履修者である留学生の上記の感想は、ゼミに吟行（学外授業）を伴う俳句づくりを導
入した教員側の試み（俳句を用いて留学生の日本語表現を豊かにする）が奏功し、教員が今後
の授業内容をより今後、より一層発展させる方向性を示唆したといえる。
かねて十文字学園女子大学留学生別科においては、芭蕉はもとより国際俳句にも造詣が深い
本学の東聖子教授より俳句の特別講義を受けてきた蓄積がある。別科生のかなりの数が本学学
部に進学する傾向を考えた時、学外授業も伴う俳句制作とその鑑賞は、「別科」と「学部」を
貫いて留学生の情操を養い「日本語能力向上を伴う日本文化理解」に資する有力なツールとし
て位置付けてよいのでないか。
加えてその作品を北原俊一の指導を受けながらWEBのコンテンツとして写真（留学生によ
る撮影と採用する写真のキャプション制作を伴う）も配したビジュアルな発信作業は、日本語
能力の向上をさらに伸ばし、とりわけメディアコミュニケーション学科の学生に求められる総
合的な「編集力」を育んでいくであろう。教員側に求められる一層の指導上の努力の必要性を、
俳句作りにいそしむ留学生たちの目の輝きと推敲の真剣さから感じ取った 6 カ月であった。
こうした認識のもと、私たち教員側は後期ゼミにおいても引き続き俳句学習と制作を続け、
本学ホームページ「Colorful東京圏！ 十文字学園女子大学発」にアップしていく予定である。
特に、吟行を伴う学外授業を含めて留学生のみならず日本人学生の参画による俳句制作・鑑賞
により、留学生と日本人学生との意見交換を密にし、異文化を理解しあう面白さを通して国際
交流の成果を期す考えである。
また、本学学園祭である桐華祭において俳句展示とともに来場者との「俳句ライブ」を計画
しており、留学生目線の作品が日本人学生や来場者にどのように受け止められるのか、その反
応を考察したい。
今回の俳句制作に当たって石野榮一が数点教材を作成した。今後もこれらの教材を用いつつ、
留学生が躓きやすい点をうまくフォローできるよう改良を重ねたい。
なお、池間里代子は本稿に関連する口頭発表を「留学生ゼミにおける日本語教育の試み」と
題して2014年 5 月18日、上海同済大学において行われた日本語教育学会全国大会にて行なった。
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本稿はその続編である。
注
（1） 　愛知大学中日大辞典編纂処　1968年『中日大辞典』大修館書店ｐ. 730にみえる例を挙げると：古池
や蛙飛び込む水の音（芭蕉）は「幽幽古池畔，青蛙挑破镜中天，丁冬一声喧」の如く訳されるが、字
数にこだわらず「古池一青蛙跳进水里的声音」の如く訳すのもある。なお、「漢俳」という言葉は「1980
年 5 月30日のことで、その中に日中友好協会は初めて大野林火先生を団長とする『日本俳人協会訪中団』
の来訪を迎えた。（中略）趙樸初先生は興味津々で、日本俳句の17音（575）の形を借り、伝統的な漢
詩の作り方によって、即席で三種の詩を賦した。これが中国詩歌史上における最初の漢俳であり、（中略）
それを嚆矢として、漢俳は北京から中国各地にひろまってきた。」（東2012：33）とのことである。
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